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レジュメ

1.決算書とは

・決算短信

・有価証券報告書

2.決算に含まれる代表的な表

・損益計算書（P/L）

・貸借対照表（B/S）

・キャッシュフロー計算書（C/F）

3.財務３表と関連

4.貸借対照表（B/S）とは



決算書とは
3ヶ月毎、１年毎の企業の成績書

決算短信

上場企業が決算発表時に証券取引所に提出する業績の速報

有価証券報告書

上場企業が金融庁に提出を義務付けられている書類



決算書(財務諸表)の代表的な3表

☑損益計算書（P/L）

【Profit＆Loss ｓtatement】

1年間でどれだけ儲かったか、損したかを表す

☑貸借対照表（B/S）

【Balance Sheet】

どうやっておカネを集めて何に使ったのかの決算日時点の状況を表す

☑キャッシュフロー計算書（C/F)

【Cash Flow statement】

１年間でキャッシュ（現金）残高がどれだけ増えたか減ったかを表す



財務３表と関連図

売上はPLへ

稼いだお金は営業CFへ

投資したお金は投資CFへ
使えばBSの資産へ

集めた方法をBSの負債か純資産へ

集めたお金は財務CFへ

営業（経済）活動

今回解説する表



財務３表❷

☑貸借対照表（B/S）

どうやっておカネを集めて何に使ったのかの決算日時点の状況を表す



貸借対照表（B/S）の内容（資産の部）

資産の部

■流動資産：1年以内に現金化できる資産

・現金及び預金

・売掛金（1年以内で現預金で回収が見込まれるもの）

■固定資産：現金化に時間がかかる資産

・有形固定資産（形のある資産）

・無形固定資産（形のない資産）

■投資その他の資産：流動資産でも固定資産でもない資産

・１年を超えるまたは期をまたぐ資産

貸借対照表（B/S）



貸借対照表（B/S）の内容（負債の部・純資産の部）

負債の部

■流動資産：1年以内に返済する負債

・短期借入金

■固定負債：1年を超える返済期限の負債

純資産の部

■株主資本：株主から得た資産

・資本金

■利益剰余金：利益を積み立てた資産

貸借対照表（B/S）



貸借対照表（B/S）①

※ 1年以内に現金化できるかどうかで

「流動」と「固定」に分ける



貸借対照表（B/S）②

純資産が割合が多い

資産

負債

純資産

資産

負債

純資産

資産

負債

債務超過

負債の割合が多い 負債が資産を上回る

安全な状態

＞ ＞

やや不安定 危機的な状態



貸借対照表（B/S）③

■自己資本比率

資金の内、返済しなくてもよい資金の割合

純資産÷資産

■流動比率

すぐに返済が必要な借金を返済できる資金またはすぐに資金化できる資産の割合
流動資産÷流動負債

基準値：100%以上



第２部
経済を考える

■ 需要と供給から考えるモノの値段

■ 景気がいい・悪い

■ 景気と物価



買いたい人が多くてモノが少ないと

需要＞供給

物価上昇

買いたい人が少なくてモノが多いと

需要＜供給

物価下落

需要と供給から考えるモノの値段



景気がいい

モノを買う

売上UP

賃金UP



景気が悪い

モノが売れない
売上Down

賃金Down

×



景気と物価

景気がいい 売上UP 賃金UP 需要が増える

物価上昇

売れなくなる
（在庫の増加）売上Down

賃金Down

需要が減る

物価下落
買いやすくなる

景
気
回
復


